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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月26日(2009.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ配列番号２および４に示されるアミノ酸配列を有するＦＰ７およびＦＰ８から
選択されたＶＥＧＦ受容体融合タンパク質。
【請求項２】
　配列番号１および３に示されるＤＮＡ配列を有するＶＥＧＦ受容体融合タンパク質ＦＰ
７およびＦＰ８をコードする遺伝子。
【請求項３】
　請求項２に記載のＶＥＧＦ受容体融合タンパク質ＦＰ７および／またはＦＰ８をコード
する遺伝子を含む発現ベクター。
【請求項４】
　以下の手順：
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　Ｆｌｔ－１およびＫＤＲ遺伝子の増幅、上記増幅により得られた遺伝子の制限酵素消化
によるＦｌｔ－１およびＫＤＲ断片の取得、ＦＬＴ－１の２番目のＩｇ様ドメインとＫＤ
Ｒの３番目のＩｇ様ドメインとＫＤＲの４番目のＩｇ様ドメインとの、もしくはＦＬＴ－
１の２番目のＩｇ様ドメインとＫＤＲの３番目のＩｇ様ドメインとのライゲーション；
　融合遺伝子の発現ベクターの構築；ならびに
　融合タンパク質を作製するため、宿主細胞へのベクターの導入
を含む、請求項１に記載のＶＥＧＦ受容体融合タンパク質ＦＰ７およびＦＰ８の調製方法
。
【請求項５】
　薬学的に受容可能な任意に１以上の、および薬学的に有効量の担体中に、ＶＥＧＦ受容
体融合タンパク質ＦＰ７およびＦＰ８の１つまたは両者を含む、異常な血管形成に起因す
る眼疾患の処置に用いられる薬学的組成物。
【請求項６】
　上記薬学的に受容可能な担体は、水、マンニトール、グリセロール、エタノール、ポリ
ソルベート、およびグルコースの任意の１つまたは組み合わせである、請求項５に記載の
薬学的組成物。
【請求項７】
　融合タンパク質は、ＦＰ１、ＦＰ２、ＦＰ３、ＦＰ４、ＦＰ５、ＦＰ６、ＦＰ７、およ
びＦＰ８の１つまたは組み合わせから選択される、血管形成に関連する眼疾患を処置する
ための薬物の調製におけるＶＥＧＦ受容体融合タンパク質の使用。
【請求項８】
　上記血管形成に関連した眼疾患が、ＡＭＤ、糖尿病性網膜症、嚢胞様黄斑浮腫、糖尿病
性黄斑浮腫、網膜血管閉塞、処置の失敗に関する血管形成（例えば、レーザー凝固法、お
よび外科的網膜移植）である、請求項７に記載の使用。
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